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研究ハイライト
「微生物機能発現のメカニズム解明と応用」より

化学研究所副所長・国際共同研究ステーション長 紹介 国際共同利用・共同研究拠点 令和6年度 採択課題決定

令和6年度採択課題（計137件）が決定しました。

第36代所長　島川 祐一所長に就任して所長に就任して

この4月より、化学研究所の第36代の
所長に就任いたしました。化学研究所が
これまでに築き上げてきた伝統と多く
の成果を引継ぎ、さらにその先の未来へ
向けての一層の発展と進化を目指すため
に、微力ながら全力を尽くす所存です。

化学研究所の100年に届こうとする長
い歴史や現在の多様な先進的研究の数多
くの成果は、これまでの挨拶や寄稿文で
既に紹介してきました。そこで今回の広
報誌「黄檗」では、就任後2か月経っての
現状と今後について少し書いてみたいと
思います。

4月の所長就任時に所信表明を行い、
化研を「化学者の楽園にしたい」という希
望と「今までの制度や慣習を少し見直し
て、組織や活動をシンプルにしたい」と
いう実務目標を述べさせていただきまし
た。化学研究所で現在活躍している教職
員の皆さん、そして卒業生の多くが「化研
は素晴らしい研究所だ」と言われます。実

際に私もそのように思います。そうだと
すれば、今後も化研が多くの人にとって
素晴らしい研究所であり続けることこそ
が楽園となることへと繋がるはずです。
しかし、当たり前ながら、将来に向けても
化研が素晴らしい研究所であり続けるた
めには、絶え間ない変革と進化が必要と
なってきます。そのために最も大切なも
のは、やはり「人」であり、楽園も組織づ
くりでありながら、結局はそこに集う人
材に尽きます。優秀な人材を発掘して登
用する、そして有望な若手人材を育成す
ることが最も重要です。現在、化学研究所
では研究室を主宰する教授ポストの幾つ
かが空席となっています。そこで、このよ
うなポストに対し、将来の化学研究所を
担い、化研のみならず、未来の科学技術を
先導するような人事を始める準備を開始
しました。

一方で、京都大学は今年度、国際卓越研
究大学に再申請を行うことを決定し、本

部は大学全体の組織改革を構想してい
ます。これは、これまでの京都大学の研
究システムを大きく変革しようとする
ものであり、ある意味、日本の大学制度
の将来あるべき姿を問おうとしていま
す。京都大学の一組織である化学研究所
も、例外なくこの組織変革の荒波にのま
れていくことになります。そのような中
でも、研究者が誇りと自信を持って楽し
く研究できる環境を作り上げていくこ
とを、一つ上の視点からも考えて行こう
と思っています。

「組織や活動をシンプルにする」とい
う実務目標は、思っていた以上に大変な
作業です。これまでの研究所の活動や生
活 の 中 で、も っ と 便 利 で 快 適 な 環 境 を
構成員の皆さんに提供したいと単純に
思っていたのですが、いざいろいろなも

のを変えようとすると、多くの
過去の事例や規程
とぶつかります。 2024年5月
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おそらくほとんどの方が「変えた方が良
い」と同意してくださることですら、即
実行とはならないもどかしさを痛感し
ています。それでも、所内連絡会のオン
ライン化など、幾つかの新しい試みも何
とか始めることができるようになりま
した。協力いただいた多くの方に感謝申
し上げます。

この所内環境再整備を進めるに当た
り、まずは所内の現状を知るためにいろ
いろな人と議論する機会を持つように
してきました。そうすると、実は、所内に
これまで関わりを持つ機会がなかった
人が相当数いることに驚きました。「化
研は多様な分野を擁する」と所信表明で
も述べながら、その実態をきちんと把握
しておらず、自分の専門とは異なる領域
の研究者やそれを支える人々とこれまで

に接点すらなかったことは本当に
もったいなかったと思うと同時

に、深く反省しています。未だき

ちんと話ができていない方も多くいます
ので、引き続き、多くの人と議論する機会
を積極的に設けて行こうと思っています。

所長就任からあっという間に2か月が
たってしまいました。会議主宰や本部と
の連携、事務部門とのやり取りなど、まだ
まだ至らない点が数多くありますが、栗
原達夫教授、寺西利治教授の両副所長、小
野輝男教授国際共同研究ステーション長
と共に新しい体制で研究と研究所の一層
の発展と進化を目指していきます。化学
研究所での研究や生活が楽しく実りある
ものとなるよう、所属する教職員ならび
に学生の皆さんと一緒に考えていきたい
と思っています。今後とも皆様のご理解
とご支援を賜りますようよろしくお願い
申し上げます。
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分野選択型
発展的課題

1985年 京都大学 理学部 卒業
1987年 京都大学 大学院 理学研究科 修士課程（化学専攻） 修了
1987年 日本電気株式会社 基礎研究所
1993年 京都大学 博士（理学） 取得
2003年 京都大学 化学研究所 教授

島川 祐一　略歴
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